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　目的：IS 代の日本の住宅は洋風It が一段とすすみ、生活様式も椅子座が主流となり、洋

風主体の新たな文化圏tこ移行した感じがする。しかしながら、依然として継承されていろ

t云統的な生活a式や住文化もあり、欧米では日本的なものが高く評価されでいろ流れも認

められる。木研究では日木で生活している欧米人が伝統的な生活様式や住文化をいかに受

けとめ、if 価しているのかを探る中で。これからの住様式、住文化を摸索してみたい。

　方法■■ 関酉に在住していろ欧米人を対象に、質問紙法を用いて調査を実施した。有効回

収ti '.i3 5である。調査年月は平成7年12月～0年１月である。

　結果：履き物をJftいで生活する様式に関しては、本国､との違いにも関わらず;こ過半敵か

「床が汚れずに清潔てあろJ「リラックスできるJと感じ、「不潔」としたり「慣れない

ので生活しにくいＪの否定的な回答は　1 刮にも満たない。座りやすさでは半数が椅子を支

持しているが、日本の住まいで最も印象深いとする畳に関してti 感触（　5割）や転用性（

　illl）、匂い（　3fi| ）、柔らかさ（　２割）などを評価している。床tc直接座る時のスタイ

ルは性別に関係なく、あぐらが過半数を占め最も多く、次に「膝を伸ばす」である。就寝

時に布団を用いるのは　6 IIIあり、その　81')が毎日畳んでいる。布団使用者の過半数が布団

の寝やすさを肯定している。風呂と便所が別々の衛生空間の造りに閏しては　6 割が、さら

Cこ. 洗い場と浴槽が別々の形式に関しても　7割がa 月しやすさを評価している。しかしな

がらi≪を入れ替Xずにa 数の人が人浴f ろことに閃しては、半数が不潔と感じてい-5 。ま

た床の問をtD っていろ　fi刮が日本li宅IZ !i 床の間を必要としてい･5 。

2Ja－2 歴史的居住地域における居住者の居住スタイルと住環境意識に関する研究
　　　　　　　　　一滋賀県坂田郡米原町醒井の場合一

　　　　　　　　　　第３報　生活スタイルと住み方
　　　　　　　　奈良女大生活環境　○牧野　唯　今井範子

【目的】歴史的居住地域における居住者の生活の現状や要求をくみあげた住環境整備のあ

り方を探るため，居住来歴1），親族関係2）生活スタイルからみた居住スタイルに着目し，

住環境意識を把握することを目的とする。第３報は，日常生活・余暇生活・地域生活に関

わる生活スタイルと住戸内での住み方から居住者の生活の特徴と要求を明らかにしている。

【方法】第１報に同じ（調査期間:1994年８月下旬～９月上旬。留置法自記式，悉皆調査，

サンプル数204）調査項目：生活スタイルに関する25項目についての実態，住み方等。

　【結果】1.住み方：居室数は平均8.7室，敷地面積は平均98坪，延床面積は平均54坪であ

　り，劣悪な住戸は少ない。家の間取りに対し，夫婦と老親，世代家族（家族形態別）の者

　が低く評価している。2.生活スタイル：地域内での生活を主とする高齢者や自営業者が

　比較的多いため，日常生活では近所の人との行き来や町内会の活動が活発で，余暇生活で

　は地域外での余暇活動に比べ地域行事に参加する割合が高い。一方20～30代の若い世代の

　者で主に転入者は，地域内での生活より家族や友人と過ごすなど個人の生活に積極的であ

　る。また醒井は交通の便が良いので若い世代の多くは長浜や京都，名古屋へ外出しており，

　生活圏が広い。購買施設の要求が日常生活の中でみられ，家族や友人と利用できる余暇施

　設やスポーツ施設の充実が，醒井近辺において望まれる。交通の便が良い上，若い世代の

　者は生活圏が広く，車が多用されるため醒井区内での駐車スペースの問題が指摘できる。

　1）家政学研究Vol.8J,pp.10-19（1995), 2)日本家政学会関西支部第17回講演要旨集,p.3（1995).
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